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メタンガスの燃焼軽費に関する機散論的研究
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‥ 塩] id

JgンdスED宗吠■lJに負けろ別 宅の約四は溌

巴拝賀の且伽 ･つ相 的聯 ttをlJTするはカ･むでむく

犬化水流′･也qa折と云 与化学比瑚 上の果夢H:i.:をも

有すろB又衣 ◆カ･災叫 玉を,附 するに当って!._漣背

中にtS!I)込L･槻 有や脚 J)地 を考究Lt=lHLlf

l=らない25.その弘に もJgyKRの触 附 を知る･必

要がある｡

積L乍らJTン ト1ミ約に洪化水兼)VT.盤捜音詩は

来た完全に脚 は Ltていろわけではf=い｡然 しJ タソ

Ft化の辿BtE芯の齢 の過料 机仲 之ホA･▲Tルナヒr

と碓扮 千とVJ軸 によIJ生するとTLすむ!._校正軒も

有力であ1A .ら兜の孜を-拡IElいと等k,反心 :姐

約分渋*flLしつつ虻髄凹.rすらと以淀してJダン俄化

圧芯73巨柘を地 に考察して見たいとP.ち,

}タン秋 沢令〝スの点火雌としては火軌 加J8,

㍍吠 えハータ.忠:牧なる正樹のJ恥糊 .T..･ろものt･あ
I).そ)Lら1こ内しては多並q)排死相付が洋楽されてい

るにも抑 T,恥 で化した5日加iJなものが少い｡牝の小

皿怨IJ:る足掛 こ.tち･.1(火としこの旭光抑暇 に上るメ

タyUXのL.I.(火lYi仲の閃畑 土ffE軒か拭轍 のEE力及び

巾とガスの且火y九との開脚 を卸 したことに上I)

成る解決が与 とられた｡然 しそれは.I-人火丑には苑Q,併

仔が栖されろ均分の研究であっ 〔L"J呼かのJ;(困C,iJ的

H相 和部的に･.I.t火されてかtJは矧 二羽ろ途LLlo)逮FrJ

の考1,1ではたかったので.本併託 Cはその冶環の),/Y

開祖としてJタンg久地 の府の迎軌 もの時TE伽迩

問的変化をjBC.iは に巣屯は繋Q,in協群の発正につ

チ;qf絶 加えろこととする｡

Jl メタンガスの鮭漁etPl

洪化水等JJ軸 JT,和船 稔の附 は米だ造宇Jlか柏

もろ閃Uでもろ｡= つ 7)土 な る伺 S)は 水良 化怨

Ih)tlrox)lA'LOnIl-tor)'亡冶叔化Ze perolニdat如

theory)でもちカ:巧投とも命多く7′改正を安.ナろ可能

性がもろ｡

畑 化矧 三lbT)ez)｣壬駅 lL井4)伎多くの人力:それを

苑良せしめたもの'(･あって,ttの孜は炭化ホ妙 子に

0日基を蓬弐旬大して,肘 の初舶 恥;mRlると

する｡例えばJgンのせ合にはa:の如 くなる｡

cl小ior･CH.(OrZ, ま0,-cH,(OHJ,

-HCuO+Il≡0 日 )

四ちホA･J･アルテt:rと太とにILちかttの HCllO

l+_VtJ=624[こ妊化する｡

監瀧化詮は C,lIleJlderが始めlこ'T.垂して EgertorI

その他に上り狩LRしたものでらち か,そLtに仏JLば充

分のェ事JL,f--L祁 ｢ろ洪化水洗分下がl誹.口約に謁エ

Î ･f-の粉 千と附 して試1ネルf一状腿の一

F軸勺思索化抽fL影成すら｡次にそれがTJL･TIt=rと水

とに分析ナろ,そして錐等の分子の711-るェtJL･f-

ほ性比過TJlをqt摂させろことが附来ると云与 例えは

Jタ./では次のAJIくなろ｡

CH一+0･-CH-0ゴー･lTCIJO+lltO (2)

牝fS･の祝は多くの人 に々よl)醐 され でい ちが,

:<omShは水利化取を衣の如く妊形し た,CPち卿 と水

菜はkF子扶相 とLL耶Lて始LIL,に LDmP]cx RCHS0

を形残し.そJLが RCJI鵜と IIの とに分析する｡坤

ちJタンの齢 にはa;の如くなる｡

0+CIJ･ CH-0-CTl.+Irt0 (3)

允の CFl三粥が鴨 瀬と反TSしてTA･fヒl･とT仁l･7･1た欣
采にI_る｡

Cr7･+O3-HCHO+0 (u

故に迩触王CJl'と0 とによlJ変7i:JこiZばれろ｡棚

ElT子は始めに何時かの即JZ]でTJL･fヒrカ:Ff化されて
蜘 †ヒ劫 とT=I).そjLb:h とr京子扶棚 とに分解する

ことによI)生▲'pちと称 2されろ.q)ら

HCHO+0=-Hく0.-CHOOli+0 (5)

又 ､otlFIIh,zLZ=LILevis一二よれは OHお粥Xの



付Eu･LZlrI' JタンKス鞍鼻増発にlWする拡恥B的研兜

む1くTJL･デヒr¢桝化で生~fかば

HCHOTOel=JICO(00H)-HCOC+OH (6)

メタンに作川して-Xの如く逆乱b'摂く｡

. OH+Cu,-CHこ⊥HfO (7)

CH･†0±-HCHO÷OH (8)

q)ち弛れは OH鼓と CHl益 とによLJi2･glE浴が

伝昏するとTLすわ けで あ る｡丈に又 W.lkhは姓の

yoll11･lbezL亡d Lenzs の盟化大柴の脚 謁に対す

る考えを種々JJt対しているが,そiLでもJタ./の野合

には HCHO が CHこ⊥Ofから生ずると''.:-T-点は同

L'である｡

苅 くて我 は々 JPンの鮒 との匹のitB組 細 Z空姪は

HCHOQT/i重度に比附して対血すべきものでもろこと

を知る,tDも顎掛 緒は HCHOと0_･との分子巴実

により生蚊すると十LLは丑gi生成の迎賓は 0:こHC

710 とgTJ強度の1完にlF;比阿するわけである｡だって

ZIC110 の積度gLとに政て考かすること荊 宝ちに迎盟

担体の浸軟 化を軒究することになるので諌者守は以
下に HCHOのf2:敬に上る庶莱分子 との軒架を琴詑し

て CHJの射 巨体の叩詔を臨ずろこととする.

さて上述の然生民唯博特発に別の槌芳生起のたUE)の

熱力学的流帖ノJ学的鮒 を考促す ろこ とに上L)ノダ

1/鍾.juR合dスが点火されてから捗矧二iiろ迎12に対

し安々は衣の如く紙すすることが出来よう｡67ちiR合

ガスが先づ求初に何時かの相関で局部的にJL欠きれ炭
化反芯が恥 されると蓬次迎銃反,Bに上L)Er柑 姪が
桐火し,之にF7't反慾難の見出も多血 となり.それに

上L)常玖民俗としての自己加速が起 り焦蟻矧二転化す
るのであろう｡メタンガスQT,触 発の閑地を節くに

は迎銅分俄比屯と然爆発との別老女考阻して研究を匙

めて行かなければならぬと増えられるが以下三つliほ

につきLZ,ctの迎脚 Tl体のia茨にEEナ引扮 方班式を好

チ,-Xにそれを粒々の助命につき数学約位苦 言を失わ

れ蝕にして解き,那班に肋 ､ら腿濯-の移行を考!,i

して見るq

山 メタン酸化反応の蓮鈷姓件i*座変化の基礎

方程式

JタyUスの虎化に'Sの避j財 】t村A.翁Ⅷ如こ上L)thjt･

･LT ･̂デt:･rと杭 芹との1塁腔にfE:例して生成すると考

A.て差支えないカL･>9,TECllr al.-の浪合litT:化に芝と≦-

zhシIiTAケt:rか先づ何等かの深田によLJ生じて,

それかiS･X鞍t2し'=逆数 芯地 こJタンの酎 ヒか進行
すらとする.

渋めので-fl攻を夷の如くでjLl出 'Li牡転iaは1l-iL77

とfごろべきものでもろ｡

C･q一⊥20.-a_T;'-CO:+2H三0+SX'eT1918

(9)

兜の左辺の ILIX'中の全分7故を ･toとし珊 剛に

於けろホ ･̂LTルft=rの分子れ-<･･とナjll珊 扮

手芸は(;'I･1'.-nlとなろ｡机 てHCHO と仏 と

の分子Ei巽の中で軒突エネJL･4'-がiSt封とェネルf-

T=以上とTrろ筋爽のみが正郎 三城に役立つ｡丘tの和助

辞実態J_/Z.とすかは lICHO LT)だ取締故'_,･D とす

るときHCHOの漣軽文化は式の如 く式わきiLろ管で

ちる.

君-I,･,叶 Z･ (10)

iTBして IiCHO と 02との分封突放を Zとすれば

Z.-Z亡 Jqr (ll)

x-2q(121-1｡一章 /2rJZTl.:,.･.:,,ト 12'

でt,る｡ClL.は HCuO と 02とのJl【物 干AD従

でありJIlliHCJIO の分子R,.lleは 0=の分子

免であ,.J｡

(ユ1),(12)L'_,(10)式に代入すれば一次元QPちZF緬

魁 鼓の符合次の如くなる｡

芸l-D登山h-Bn! (.3)

Ll=ノ珪ヒ処 に

a-:.lV･.q:,'蒜 R),T%).;i (ユヰ)

岬 ,2TX J･(｣,蒲 ･̀- エ (15'

允の()3)式は C叫 の相 との和合に放ける JIC110

の汝脱 化筏つ こiSl約 u体のfEnl射 ヒを,如ブナお瑳式
でもろが,村山の祇!購 なの助命にも掛 tJJ.eLLt!1ろ｡

(131式はtJF松神ty'1'JJ柑式でもろから一別 勺に指事くこ

とは閑雅であろ｡

次に刑粗を三次元とLll芯のm･r･かb隷柳川')に圧

仏が赴け十ちと+jLは,その也LL.t.な机 式とする髄 控

(γ,F,少)にて邦をy紬 すとき,F･,PにmTでTJ掛 は

群となるから川音のtLlγ に放けろiglN .1作ql.Z牢坪の

変化は(I51式とF;Jt別こして次V)如くなる｡

-Par-J,与 意 (7莞 ト- ･≡ (16)

此の式を狂形して

…ご-バ ≡ £ (.,e;;ト (α-P･･)叫 6,)

としてtJJiEの軒ヱ功小の(･一叫 を,見ろに(川 ,(ユ5)

式を/lt接して明かな肌 こ..h'･lldにltL小さいとき

は e"は q lLキナL無tRして盈支えな い｡而して反芯

の㌫3Plには ･･くt'.であろカ.ち(16')は次か如 くなる｡

意 -′せ ,a,(7,号 =-- (17'



工具火宅 n全姓 gFlJを 解 lJ,

付文三夫元の中台には和敷野矢鞍 Z.は rlり 式の

代りに

Z･-Z(.･音 )/-i, イ11,,

であるから (16)式巾9)4,I)はj:の如くなる｡

･｢ ..LtL･I+ T :,-T･L嘉.i

(I.意 )E一意 ･ (14'.

･-ぴ l/ZTRT(お ..I,,)･

(.'音 )tTf,- ･(15),
1 2L=正広迎脂 的取壬臥･には瀬の (ll)式カ:多く

代われているが榊 は姓の (]J)′式を前郷 突放の

和 に使用ナろこととナろ｡

TT 三次元の牧舎の反応のiB行

政のru]aIは茨の如くして解き相 も｡

㌃ -J,' 芸 (叫 - ¶ 07)

÷ (叫 -∫,蓋 (叫 +｡(叫 (17)′

そこで改めて nγ..tLとtEけは (17)′tt衣の如くな

ろ｡

号-D禁か V (lS)

ここで掛 嫌作並に初期休作を夫の如く考えておく

･. 1(Il)'･l･叫 似 gち rtL)Td-O (19)

L(.I)..｡-/(>) 6]･,,(tl).一.-7/(丁) (20)

(I9〃収益r月始..I.(打ち点火のfWで述負担休の漁船 :

1TP.tであることを7-T:し.(20)は氏咄.の閉脚 にその

油性IがW lの破ろ繭鞍としてjJもられることS･正味ナ

7.7,

/7(18)式を解くためlこV-JT(γ)r(,Jとして枠

分句を行tL4えらろべきlT定常nを艇Ll.a-I)12と

1 1Ir I) II!Jl
おく｡¢+,, 7 -万 ---R lF+n=q-I)Lt

itaLを砕 ナIf書き群として
rlZZL(･-rI')I,R- JslnLy

Cpも t･-A.(･-′'5'sIZか (21)

がはられる｡I.l･lA(丁)の解の車で Cos･Eed 研は隙
作 (19)から禦対される｡Al.JtJm 救{･あろため

(lBlの･一役解として (21)を巻きdlせば

I,-∑̂L■･~'t:杓IqE7

-一･J:･-J･.'･ (̂A)A,ntYdt (22)

が円られ ろ .

次にJtの(22)式が (20)なる如脚 を斗足しr=け

九はならわからその附 tをN しろ｡(22)式に放てl-0

とナitは

(I)･⊆･-仁 .(A)n bd上 一･ 123)
-7)I(20)式を FouT(er鮒 で殺せば

(.)･-･-7/(小 ÷rJLI:A- 5-

iLtlhJ入･ .LZ4)

-Ill:…入′(小 n- 巨
LrTd上･･ (25)

在って (23)と rZ5)と比較して (21)式D 1(i)と

しては 251式の中の火括gj勺と壬むしはLSいことかわか

る｡匂Iち(18)式の群としては

叫-÷ ･･J:可 :A/!AJr ･､SIa
b SlhEA小L a)

を勤 しはよい.ttの (26)式'_,紛 F'ろためlこ?:の如

く狂形ナろ.

･-:-可:入′,A,･Lll.-･-J･A-･shkTa.nLA･LL

-÷p･r AJ(A)d̂I:･-,LIL〔M t

(7-̂ 卜 co}A(γ+A)つ･IL ･(ZT)

此姓で
r ~̀ l也 t(- A" -こ憲 .I'･ニ:'

及び
I.pc-I-袖 ,tr- dt-2!?妄 -̀j群

なることを和 すLtlfr27)式は

6-7£ lJ.1/(中 i浩 三

-～-器 和 人 (卿

ePち ¶に妊えて

n-2,J'.I,TI.-A/(車 駕 午

-̀~発 汗 )d̂ ･ ･(29)

札れが (19).(20)rLろ件件を斗足すろ (17)の一枚

群でもろ｡杜の (29)式から民'ie;の始めの速読担維Q)

韓Jtの分布J(7)が与えらiLltは.IUrの監事 丁.任

ZFの時間 Iに掛ナろその51糞hが計書Lh来ろわけでi>

ろ｡
さて掛 野は発つ溌乱TJき柿件でのJタンuス見火

の開田をaiL:ようとナろものでもろから,例えは屯･1

火花で浪合サ>が瓜欠きLt. glの符払三相当人きく



村 Ell EdlTI I fンK入港錘姓葬!lこr昭する茄的曲的aF先

て拠 からの暇 や℡技の如き富力渡の反射の形繋 右辺を計井するに光づ

などがTLい坤合である｡Ltの様な句会には_甘LR火花の

通柏にだけ先づ一定連荘の逆位担体カニ生すると考える

のが妥当であるから固1の如く初新体拝を正く｡

a l 皇tの疋J)吐1
A叫J)井1

∴

(.''E.Ef'" :㍗ ((:-:7,5<7望) (叫

従って (29)式の/(A)-TLcとし掛 取界を0から

γ○までとすれば (29)式は次の如くになる｡

-pn.-下 島誹 ●̂.~思 土LLA-

J:'̂e-普 可 ･'3"

右辺の耶 1恥 ミβ一意 IH-･耶2刑 は

▼(~▼ Y●◆▼
･(J芸 -,ed8-)≡C-,'da)

-bJ2-午 (器 ト (-可7,A

lや(寄蓋い(壷 1]
【lし

州 -J≒ 仁.-.≡dLなる設鞠 ･Jである･

これは1.柵 敬であるから約2萌と耶4明はif.えぐ

-ユ享 [や(器 )十や(苦 甜
次lこ(33)式0)耶 Z萌は

78-7 7oJrY
2JJ,I([芸 市郎一〇三･EB-J誓
･ぐ~･'･'B)

一-2JI7,{~鴬 三5LnA(普)
と1=ろから瓜苛 (33)式ほ

:｡- ･(÷ [9(iy ,TI)-9(F D7,j]

-:-I,'=Df'･~塘 三slnA

(浩一)) (叫

･一章 と臥 ･て軸 を 人から - 3u Lは となる｡軌 t'紛 糾 (19)と初期鮒 (23)とな溝足すろ (17)式の一息之群である｡比の (叫)式にJ.
I.-I

莞-湯 里芸 (γ▲2､′恥 ,!

7(◆7

I,aLI… (一丁十2J-I,T小一B2車 32,
VJ･J

号 -慕 い(J豊 一-
Y■'rY _b~7
[冨E-,"a)･仰 (l芸▼○-▼8,-一丁三≡B-叫))･(N,~;JJJL

ウ反T芯を支配すろ抽斑の放散併故 J)がわかl)tF挟殺
αがわかって居れば始めの迎玉村u件の読蛇 Tloが/J･え

られる締付窓の.F'..γに放ける仏文の蛸Ⅵ lを諒過し

た後の辿孤bttのT空位TIが計好さLLII7ろE,

似て 9,'.'CJlrLllr即ち CH.+20三十Sy亡につき各

時朋 の1-の分柵を (Ill)式から計許して見ろ｡

光づ (】4)J式カ.ら HCfZO と 0巴との11弘田突こt

を茶托ILなければT=らなし･b:HCHO+0=-CHO+

ZjO=なる圧180)信t生化1ネルf-は HardZP･g ilt'd

Xorrishに上れば E-39PX〉calであり.又 .I.8〉ttIr
I)

AZ)aWt)eL.)I)rに上川 王 9,YCHralrの氏火謹JLji;

03secのr紬 旺9α)Ocで魚火されるからT-11150J{

としで紺 する｡

文句搬 政 P一$3x10:erg. 1∝ 中の分子軟 ･V4

-269x101書,HCHOの分子正星 ｡-33x10-acTTl.

0'のif(篭 ■7-3 0710~Jem.HCHO及び0上の分

子丑 -lJl-叫 JI2-52とすjLは



エ 鼓 jk!E 施 会 誌 節 13番 節1冴
q一一14L･t｡J'/2rJlr(辛 ..I,,7

tl･pTi;いt,
-1680lXrSeC

となる｡-夫に賢畝併牧 t)に就いては

I,一志 /菩(ふ.JI,)
-0216亡me/See

である｡

(SJ)式を敷位井に便利1_-様に狂形して
〝｡可 持 し;:,71:I)･や( 27JI日]

-‡作 le-'LIJTだ-̀-'# li (叫 ′

とし,此れから I-OOOl～10st･clHlの ,･/叫 のuLを

初期肺件 γ○≦01cm にて fl-.･○ としてき併 すれlf

衆 1の如くなら｡

我1 丘Li･悶elよg称呼rq鞍の連iTlb休読Bt

の分tP (三次元 7o-OICm)

｣し8-JLの伏
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比iLlミOIえは屯託 1-I-ク4'如き['..iil=払 ･比芯開

始のJ8合に追想抵触 Itf卸 二上り巨許すを血相を,示す

ものである.他のや合と比較ナろためにその状i

Plを校に団に託す｡夫;=鮒 のJ3菜に上って旦火されろtLILj各会には_まi
iBでなくもつと大きf=字詰で反正カ:打為すろ｡例えは
或る洪雌頚に払･て薄着の前に決めたも

の



材m ･B川 ･ J タ ygス払9e薙托r-Odする法政書qJEf究

Y 医譲iZ雛 件が生成する書含
別 維 触 勝 助 旦如 i敗

衣にiR/.,･カ入内(･例えば水耕 の甘令のhく,或

件件下で中性分子たち fT'と02とかち.iEl笹口叔 担

体たる OE-[正が自矧 こ生成されるtyJ.浄合をfn汚し

よう.氏の取合QT,丑盟のIE或蓮JfHfloとすiLlf(17)

式lこ丑れを加えて

a= - チ £!(叫 -qn-′･ (55)

なろ益軒 視式を7uる3此れを解くために牝づ次の如

く荘く｡

hIL+Jo一打7.I

J'Cすれば (35)式は茨のtTrくなる｡

…1,i- ; 畏 (叫 +q(･"7) (36)

これは式 (17)′と同一の式であるからカ11姐の如き境界 LtlL

及び桝捌 繁件の屯倉には,解 -J.は (3J)犬と何形で

もJ7.km (35)ql解としての 札は鼓の如くなる｡

叶 ′o

こ そ -E冊 (菜,JJu 十播 ;I)l

一号D='{軌 InA(普 )ド (37J

q]',,く35)犬の解も容易にゴミめられるのである｡牝の
(31)式に上るytの変化は (34)式による'Lの妊化と

伺tIであるカ･ら (154)式で鞄 をすればよい｡

ll -次元の場合の辰J8のi&行

an-D ;,':+a,暮 (35).1r

1.- ..▲

｡(小 JT7妄 1:r-姓の (心)式が求むろ(3S)式の解

であるQ(43)式と前の三L元の符合の除 (34)

式と比較するに韻だ似ているが,三次元の齢 には,双

曲現亀監の功カ:あろが一次元にはそれが1=い｡杜の各

会;=も三次元の申分と岡持にして(43)止につき拙 計許をElせけ.yH

及び窮Jのむくなる｡衣3 反応四輪点 ～-OIcm のJB合の

建孤拘itの包炎分有(一炎天,rE=0のと幸1●≦Olで rLz=～ とする)

rt< ･.の伍dtの齢 には (叫 か 放て βqが 止 に肌 iEっ ＼ oool
OOI O10 .0と小さいとして 000 100000 087191 03

6961 012096とfJ:ろ｡そこで初期及び境丹除件をTJUの均

分の如く 005(fL)∫)｡･ゾ(父)

(39) 010(小 ..-布m (a) OZO 99993 055451 03

6B79 012078%lW1 076659 035

988 01207750000 049列叫 033

225 Ol1951棚 ) 006404 024

101 011551としで比等の肺件を洗足すろうヱ秘を求めれば-(JI)の 050 -00
0603 0CS639秒合と載似のや･1万 (･Rの如く熊川 糊 しろG iCO ~ OCK

XXX) 003833･一式 訂;I"(･- {'･崇 ･瑠 )d̂ 2W ,&. 脚 鮎 叶
1｡蛸 ;のaO伽121(41)

仇由緒の煎珪分有今天応のVn-として即 のbく '-1.壬で 帖 打.か (一如 ITOの上 き,d l
Oで,-..Oとする)らkz

ib'凹発ナちとする｡Em

p.I.I.rh肌( ～:POJ (芸 ≡Io) (42, ゝ｣ 0001
001 Plo 10として (4り に代入L変形して行けば収Ziに札は-2 5O

- lCOOOOの如くして7tjられる｡ 70

- IW XKI-:｡-E2'Li･(誘 け ｡(石 ':TJl(胡) ;



W ェ 兼 大 罪 包 全 地 方 】3を 好 1宕

9ー5
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99 1仰

100 05仙
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OOLXU

朔 85

9ユ596

5OOOO

Lt叫tJ

(仰 5

0CW

992tu 077662

83225 061951

6BJS6 056048

5(仙 050000

3251.I U.u952

16775 03SO49

00795 022ユ18

00OO 0Ouu

120 - 000u8

130 - ot仙

150 - ooouxI

'JZ5及Udと4の触 L三･大 E々35及び囲6F=京す｡

打さ 岬EIBqJLAd妹q足史叫
(-沈見EIカL>)1-it･PJ)tヽ=▲0lEtたまlTrt-～

BDDIO! 14
----◆I(tJl

)=L■I4I.1■ 1ヽ■ll1.1▲～■l-Ar) ■●l がない｡在って始めにLt校的大き

な郡 司が点火 されろEIな秒合には,三次元の問

題も-大元としてTiなって大過IJ:い

ことになる｡Ⅷ メタンガスの触 速度戴帖の培地波は.

黙辰好と拡散の出切 C伝絡するものであり.雌 はその

浬の中の高圧軒下の化李反芯1才A･<-で支持されろ

空軍滋である｡東平に於ては91iCHrAZr

のiB合屯件巾の出 藍些護を漉めるのであるが,黙軸 tの速射土

虹散超淀より小さtから.桝 は_釣耳の虻軟

式に上る2EBt担体の臣事軸 旋[=よb定まると

考える｡野ち破粒蚊 叫拙 姦ryJが大きいときは (心)式

に於ける '/叫 の出がlfJ:る･■くの伝稀遵理を改めれば

よい｡印ち一二.-岩や(窃 ｢ト(吉t))-, (4

4'から (ト '')とLとのB;錦を求めることに箱石

する｡ttの式に放て飼えば′｡-10m のときは (く1 0secの

軸 内では,iJ TD >̀1076であるから右辺の棟 内

の附 は 9(1076xlO)tl伽 で殆んrlになろ

と考えて上し｡従って 1-10の琉件では (41)式は変形

さ1Lて 9(吉1:TF)I1-Z
e-A. (45)とたち｡dt九から圧芯

の勧朋に於 け ろ奇特W頚 のA/'叫-1なる

反応面のtは (ト ･')とその｡夜盗の題哩(zl,.)/tを決め

れば我5¢如くなる.滋 5 点火∬点三Lらかた貞法の辻LE変化

Lscc i-ld ii度 cm/seeOOOO1

-0060667 _6670cc0Z
-0CdO527 _26100UO

日5 0OOOOO OtX)OOCO5

000243 4860(仰1

00185 1850002 00532 26

60005 ul67 35

4001 0579 ユ

79liW の鈷粟で益f='央妹あることは_,圧叫批 他ei砺b

:一且牧格して7qび狂出し近めろことである｡EDr ちD伽 113s
ec以内では反項荒緬 に於けるiBE担経の浸炭は...%めのit雌より誠少し,摂いて元に艮bf長

図 2とZgI5と,Tt:恨するに圧'LS院近

付fZZが軌 ■(から01cm のときCPち点執 こ近いと

きは.三次元の砂なは-大元の租合に比し長めて急

逆に社敬す る｡然るに同 3と由 6とを此Gナiuさ.E荘M e

tが火さく10cm年窪棒虻のときは三次元と一夫元とのr.打に大変 ろ律外方へ頭像由卿 加する.:とになる｡出 t

は蜘期の極めて液中時TZuのr仙こは拡散に.tろ泣欽姐経

のl茨資拷滞化が適齢 肢の辿段上I)紀勢なるためCある

｡比の都は.洪EIP.!質投資
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耽■が的切羽の投随を折附すろためにはtEの様な時

Tl指的万乗に朗し,L)技研兜を行bILけjufならLlであ

ろi｡

次にだ常他 出の巡虻を決めろには時間 Ja:相当大

&な斗缶を考えればユー･から,その4下件 を入れ て,

(叫 式を推 し夫の如くすることがnI来ろ｡

{ 2､三,he･･-上謡 三 (46'

そこで小 ●-1と臥 ･てギ荘t･とれば,立話 !-dEr-lnv.,,-2,D′
TJ J

とT.HI牡の式の右辺で訂2現 '.常並である土･らlさ'大

なろときは他の241に放し魚iQLlUろし,又軒3顎は

坊 lglに放しすっと小さい｡nつて

'-f'-､′可 r ･(̀7)

又は ÷ -､何 万~■･ ･仲

として'14='常態鼓立の封 Z)求められることになる｡牝

の式ほB叩LでもろがTLLt)(ordll'eAieの地 建定式をIl)
FrietlLTur"nilEItlTkt･が相即としたものに策座的E

地 主等しいことが q の内界を糠 rろことに上り現
淋される｡97iCH.-n】rの淀常蝕 祖空は前記の鼓班

を,(47)′式に 入 れ て

',:f -391叫 e⊂

となろ｡
t=)

此のZEn的計X班と舛両班とな凡打 ｢るにJ.,ulZ)に

J･水は 9,'･CHraLra=i押 助 :蝕 TTLSu であり一
CoI,皿rdzltldHFtrt､Vellによれは 27crn/secでもIJ,

叉 SITlgermT'.1HL･エrnelによれは4tk'n.secとなって

いろ｡貞簡棚 的三つの井W を牡粥L LewISand
VOELElbcは SlngeT爪TldHn,htellを‡tLも正確と

云つていろ｡ 桝 の甥nurJ81cm/JeCが牝の舛

賢め LIOcTTVseclこ.穣めて退出してい ろことは掛 こ邦

雄あることと蓋えよi｡

frzJ,火焔臣椛確ZBとしては 川 rschfと1der且nd
)A)

CurLIJ,の迎懲 戸田式･1tJL･f一丈及び琵駁方程式

の5式から群く榊 な研究ももろが.9,･.'CHTalrの

せ合には,挙ナ引こ拡散現魚と巡勤 続反応とが生野

なる田子でもろから荘榊 の水砕だは米牡に於いてrlll

堪いTLき行き方と増えろ｡

1℃ 息沸上 LJLZ宛へのtf行と.1仏和の槙能

(叫 式でも (･L31式ても,･は.少 に丘珂して相加

するから玖(.tl二万号けろ足掛 体のiIZFは時間と共に急

准1こ相加ナろことを示している｡和してその迎堤は反

棚 近時のif党 ¶○及び分子の和教習矢BiJ丑 qに大い

に彰守されろ｡托倣施政 Dはそれufk望塵に上l)余

り変化しlrい｡

拾って蜘 ･らは矧こ8行する延性を背丈ろに捗虻

などの如き耶 劫の存在する牡分と(･J等そ7)uな彰書

のない無数の峯l恥こAl溌性比合qスが漉されていろ胡

合とでは･叩ZLiを軌竹と別けて考疾しなければTLら
也.

糾 う'甜た(3･I)式及び(13)式は允TJ年分の妓♯

lこよする切台であって.点火Z5臥 ･ときは ～ も小さ

く,反芯蓮EEは丘兼にはJ*;ALTLいて触 D38qz),1

つとだくことをHT=していろ.柑 tは Eltn班nbt)TT)er

が ･flぬムーback LIrいことに柑出する｡茄しその伝で

も助 :存在して艮謡ながらも点火に拝い牡lけち圧
力Eiオ苛立から反射し,Rg柁lかた妬Lつつもる江芯

輔と亡失すかは均等約一こ庄加 ･触 し.貰って qA:

号加するから鈷衣魚鼓的l=tjtlこ圧等適茨は村人1 ろ

こととなる｡

この様な過程を故馳 せは達.=哩実に5!ろことカ:

群星に推鼓される.

伯樹 の曝発のhきqIJ)なる点火浬を与えろときは

共の月田の総合yAlま粗くEE琳さLL且つ.始めの漣El
担件lliS圧 ～ も大きLから11池 田爽馳 qの廿火と

fFl伏って慕取の2gm)でもvAは矧こ5!ろべきit兵があ

る4ClL有数T=ろifr仏司カ:光分煤男中に含71されろと

きは迎軌 の招t91を仙 ･,在って カ｡が小さいので

乗取の塞印では,Hスは発に垂らないで坑皿比等から

の反射暇 の共同附 肋胡 与して始めてガjt放免に

王亘るわけである.

比の半は,我 力々約m煉e巧の公金珊 洲 三として批

正拭亀を行i齢 ,附仏利七光分Ifする淡戦機刃は抗

正直蓬が大きくTZちと･●l火しにくいIDに,LL35abこ小

さいとIL火し易く.ZZ対に洞払刊を合一fしない一枚は

罪は坑缶哲に無実休な瓜火打l邦男tを示す僻 と1一恵

IrTJ.

さて米紙は茄の附払司の野地としてはその様tEiの樹

宛焔をffけ ものと解すべきCはなくJPンU又の触

仏を約すものと解釈すべきである｡牡の桝 ID刑焔句

の軸 力を,考紗rろqU.･L=は,同一,'Lの令恥内輪何

を埋男にiR大して安全旺洪6線 行i}JtL;では不光分で

あって.煙卦 二相0込んだ齢 7)比エネJL･<-CPち火

ZE;力を同一L=すろ様なTE命中として此CZLなければな

ら1Lい｡告乾の塩軌 こつき牝のtlf=附塩85))を比畷兆

族すれば,勃72に上Jl火超が比fL'られる｡

CH.Talrが抄 ･ら煉jeに甘I-Tしてしまった杜では

河仏領の化学柑tJrIJ三河欣 T･'拙文を的止すろに垂ら

ないと考えられるから机仏常はノタンuAQ,肋 糊

に作用しなけjLlr助央カない｡而LtそのnltfけさrZTlJミ

JタンのR糾ヒ反'JB俳的放 り1分o)4移以FAJなろことが

蹄軍の迎銃担t4.の伝拝趨鑑の計井班から好劫に推幹さ



20 ェ 1 火 弔 EA会 ZE 薪 13世 界1舟
れろ｡

さて前端司として文物と蛸 とな仲川し.夫等を,･串

AJこ仙 ･たせ今とR棚 罪の安全蛇を比t才するに.同

一火器力の舶 1二は防州した申告の})'カ;安全如 :臥 ･

ことを榊 i丘にM -した.この7P策は生温牧子は嘩

好D脈 と印 に･店先生成VAの控坑 と伴って遊

行し･それと鈍すろ仰 のJタy放化の適地 紘3)

土地 を先'ft附 且つ.その鮎は iLの噂批 椅ナこと

にLつて切放的･=作用し,蛸 投手は比較的獲く珊

しつつ柵 ナるから挑少の班t肘tl帖の生成漣にLTLL火

RlLの榔 月内にその油性を軌 ･選数的にim抑制HをQ._

十もものとht卯されろ蛾でもろ｡然しその作用時珊 土

97･'CJl一一r'rLこ対しては l水圧の申分1万分のヰ砂以

Jlであるべきであるが,雌野の煉矧こ1つてその粥合

Klが庄輸されてLLろ頓合[=は.分子街爽鼓は Tつと

什 H Lらr的場だ7)仲川刷 りもすっと滋耕しなければ

伽 か 淵ゞ 苑への8行をmLL:し柑lzいことlこなる｡

11 掩 蛤

L JPyyス 9,.･'と釜坑とのiA{TgスにBtき,そ

oJ触 炭芯は ホJL･▲TA,ftrと輔 との欄

1二上り生成する迂知 ltで.皿捌王拡的に並行すると

の鞍に軋 ､lLつ比EGはた軟によって民持すろとして

妙 子のtlT効邪突放をqとし.抵触倍散を Di+礼

は･泣伽 †紬 換芹7Lはa:の紛 1,-田夫に従う変化を
･l-ち.

…,～-1m ･qn ･(17)

2 n:の式の三夫元D称 王統めに.･'･'L火されろときの遠

位粗描の睦Zn , I-Oのとき γ≦7.にて n_■.とナ
れは,

-.7.-Ed一日 叶 筑 )･oL訂 :,rJ]

-:lI;C:払 ･山(差別 (31,

となるほ し 9(.)-3･ZTJ.'州
である｡

3 -大元のJA'E.-7)称 ま′-Oのとき'≦'.にてr'_N.
とナれば

:.- ;'io(音 訓 -9(fJ-卸 (叫
とT=ろ｡

4 牝等のF,につき鼓41即井を暮し.%'iilと兵にZin

也ft乃it野 か 敬称 こ妊化すちかを榊 .にした.

5夫に世 適才の即 とを打暮し.1免B:の斗かこは

反qs恥 ;1万分の4歩蜘 勺では反屯閃輸而よl)gつて
収耕し夫に急激にL&加ナることを明らかにした｡勿ち

附焔村の作Mlミ177分の4秒以IA～[=打数であちとまえ

棚 姓の定常迎Jfは

-J4L･IJ (47)

であり,9%CH一一･- 事二払 .て計3r十八はその迎哩は

381cTTLrJ.Cとなろ｡Lt九は諸島班のWcrrL■eCと苫

1='よく近似していろ.

7 迫好 適 ㈱ ･らJZ発へ歩行するのほ.-4.に

於けち拍税 政的迎洗生成の他に 2!gEによち反射q;

カ渡が匠屯所と野突すろことに上ろ圧力及びiA汝他

のために民瓜l;加托されて,共の冷如 :称1.｡
8火脚 の刑地利として真集と絹 と引削lけ ち

ことは･耐水Z)tElht4-附堤仲川と.位廿の此抄性刑也

作目とが印拭って安生哩の向上に'ct～立つ｡
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l は し が き

爆 薬 の - 感 度 試 験 法

(IIl和 27年 lJll4日 受 .～)

大 川 耕 三 ･jFl-'7;tL 宏 彦

(旭化成畦Eqエ壌)

(I) 幹 科

放BLのェブタータンナ一別 llいて.孤 で収 ll'Okg

様繋対の感餅 裏法には.落馬.好掛.抱懐等によ と/'エトロナ? g gy96kbrを批和し.脚 5m20.

ろ方勤 ;,従細 られていろ机 以下建べろ上～1こ, 叫 60分のとき幹河を卿 iL.粥Fr_Tfo1.1Io2.

相棚 繋の)占総である.糾IR-y'ニトt7タフタリyil色

合柚のiLl弔】過日Tt,の感Li液化を知ろうとしこ,発火瓜

稚 及び砂_L殉爆実戦をPtふたが,明搬TLろ払Rtを如
なかった｡そのため郡甘方式に上る只者法を拭み,Tt

Ffな7'桃井沌 1紋 の'C･軸付する｡

Jl 実 駿 (その 1)

hT03とした｡なお NoJ の舛吊採駁後,米粉,畝

料,左巻を汲如し.吏L=1仙分rLllaやlL硝'RM野とし

この釈苛を ド○▲lとした｡各Pt称 王40Jナシ:Llこて

紛 し,デシケ-p-中にて取払lした｡

(2) 5E火 JlR 薮

所望iE度lニ湘mした指のJP,･ハス中に碗 冗 〝 クス

甜 折 を押入し,こill=粥封 01gを小匙にて投入




